
思いやりの心をもって、認め合い・助け合える児童の育成

～ 家庭との連携による道徳教育の充実を通して ～

東吾妻町立原町小学校 今泉 敦子

１ 研究のねらい

道徳教育の改善に関する議論の発端となったのがいじめ問題である。道徳教育には、児童にこうした現実

の困難な問題に主体的に対処することのできる実効性ある力を育成していく上で、大きな役割を果たすことが

求められていると考えた。そこで、本校では、道徳教育をいじめ防止対策の重点と位置付け(下図参照)、児童

自身が問題意識をもって仲間と語り合い、考えを深めていく道徳科の授業への質的転換を図るため、より効

果的な学習過程や指導方法、評価方法の工夫・改善に取り組んできた。

（学校経営案より）
学 校 教 育 目 標

目標（夢）に向かって努力（挑戦）する児童の育成

【学校経営方針】

「明日も通いたい！」あったかい学校づくりを通して

【学校経営の重点】

勉強したい！ 友達に会いたい！ 遊びたい！

分かる授業・楽しい授業 認め合い・助け合える仲間 健康的な生活・運動習慣

１ 高学年の教科担当制の実施 １ 望ましい人間関係の形成 １ 基本的な生活習慣の定着

２ 授業の質的改善・充実 ２ いじめ防止活動の推進 ２ 規則的な運動習慣の確立

３ 読書活動の推進 ３ 道徳教育の充実 ３ 各種競技会への主体的な参加

学力向上対策 いじめ防止対策 体力向上対策
【授業づくり】 【仲間づくり】 【習慣づくり】

（道徳教育の全体計画より）

学 校 に お け る 道 徳 教 育 目 標

○目標に向かって物事を自分から進んで、粘り強くやり通す児童の育成

◎思いやりの心をもって、認め合い・助け合える児童の育成

○約束や社会のきまりを守り、集団の一員として自分の役割を積極的に果たそうとする児童の育成

○自然や動植物に優しい心で接し、生命あるものを大切にする児童の育成

学年別の道徳教育目標【重点目標】

低 学 年 中 学 年 高 学 年

○わがままをしないで規則正しい生活 ○相手のことを思いやり、進んで親切 ○思いやりの心をもち相手の立場に

をする児童の育成【節度、節制】 にする児童の育成 立って、親切にする児童の育成

○身近にいる人に温かい心で接し、 【親切、思いやり】 【親切､思いやり】

親切にする児童の育成 ○友達と互いに理解し信頼し、助け ○我が国や郷土の伝統と文化を大

【親切、思いやり】 合う児童の育成【 友情、信頼】 切にし、国や郷土を愛する心をもつ

児童の育成

【国や郷土を愛する態度】



なお、いじめ問題に関する教材を扱う場合は、「いじめる側」「いじめられる側」「傍観者」の視点から考えさ

せたり、問題場面において「何が問題なのか」「自分ならどう考え、行動するか」を話し合わせたりすることで、

児童にいじめを許さない姿勢をもって正義の実現に努めようとする態度を育てていきたいと考えた。

さて、本校では、本研究を推進する際に、児童の道徳性の基盤は、学校教育だけではなく、家庭生活にお

ける様々な体験を通しても養われると考えた。そこで、本研究では、保護者に授業前に親子で教材について

話し合ってもらったり、授業後の振り返りにコメントしてもらったりして、道徳教育に関する親子の会話を増やす

など、家庭との連携による道徳教育の充実を通して、「考え、議論する道徳」の実現に向けた効果的な学習指

導の工夫・改善に取り組むことにした。

こうした取組を通して、本校では、学校経営課題である「いじめ防止対策」に繋がる道徳教育目標（重点目

標）の実現を目指した。

２ 研究の内容

道徳教育を推進する上で、学校と家庭や地域との連携・協力は不可欠であると考える。特に、家庭

は、子供の教育について第一義的な責任を有するものであり、児童が生活のために必要な習慣を身に

付けるとともに、自立心を育成し、心身の調和のとれた発達を図る上で、その果たすべき役割は極め

て大きいと言える。

そこで、道徳科の授業が家庭との連携を進める重要な機会になると考えられることから、本研究で

は、授業の実施に保護者の協力を得たり、保護者の協力を授業の実施に生かしたりしながら、「考え、

議論する道徳」の実現に取り組んだ。

(1) 授業の実施に保護者の協力を得る

① 道徳科の教科書を使って家庭読書【家読】に取り組んでもらう。
うちどく

ア 親子で教材（次時で扱う教材）を読む。

イ 親子で教材の感想を語り合う。

（例）このクマさんの目かわいいね。

この主人公のとった行動どう思う？

② 親子で宿題（主発問に関わる学習課題）に取り組ん

でもらう。

③ 親子で授業を振り返ってもらう。（保護者に授業で使

用したワークシートの記述にコメントをしてもらう）

(2) 保護者の協力を授業の実施に生かす

① 家庭読書【家読】（これができなかった児童に

は朝読書の時間を利用させることも可とする）に

よって、児童に教材理解（人間関係や事実関係等

の確認）をさせる指導時間を縮減する。

② 宿題（主発問に関わる学習課題）を課すことで、

授業において、主発問に対して児童がワークシー

ト等に「考え、表現する」学習時間を縮減し、「議

論する」学習時間を確保する。



３ 研究の成果と今後の課題
(1) 研究の成果

① 本研究主題「思いやりの心をもって、認め合い・助け合える児童の育成」の実現状況について

【学校評価アンケート(児童)より】
0 50 100点

1 人が困っているときは､進んで助ける。 89

2 ﾄｲﾚを利用したとき､ｽﾘｯﾊﾟをきちんと揃えている。 92

3 いじめは､どんな理由があってもいけないことだと思う。 96

質問１及び２の回答からは、よりよい人間関係を築く上で求められる相手に対する「親切、思い

やり」に関する道徳性の育成が、質問３からは、友達関係において基本姿勢となる「友情、信頼」

に関する道徳性の育成が図られている状況がうかがわれる。これは、本校における異年齢集団活

動（縦割り清掃や団別遊び、通学班登校等）やいじめ防止活動の取組を、道徳科を要とする学校

の教育活動全体を通じて、児童に道徳的価値の意味やそれと自己との関わりについて考えさせて

きたことによると考える。また、各学年において、いじめ問題に関する教材を扱い、道徳的問題

場面では「何が問題なのか」「自分ならどう考え、行動するか」を話し合わせたことにもよると考

える。

② 家庭との連携による取組について

道徳科の宿題（主発問に関わる学習課題）を児童に課すことで、親子で教科書を一緒に読んだ

り、親子で道徳的問題場面について話し合ったりする機会を家庭にもたせることができた。

【学校評価アンケート(保護者)より】
0 50 100点

4 道徳の教科書を親子で一緒に読んだり､道徳科の宿題に親子で取り 76
組んだりすることは､家庭道徳に役立っている｡

質問４の回答からは、家庭との連携による道徳教育の取組が、保護者において評価されつつあ

ることがうかがわれる。これは、教科書を通して家族と語り合うことによって、保護者が子の心

の成長を実感できる機会が増えてきたためと考える。

特に、この取組は、道徳科の授業において、児童に教材理解（人間関係や事実関係等の確認）を

させる指導時間や、主発問に対して児童がワークシート等に「考え、表現する」学習時間を縮減し、

児童に「議論する」学習時間を十分に確保することができたので、道徳科の授業の質的転換を図る

上で有効な手立てであることが分かった。

(2) 今後の課題

道徳教育への参加・協力の姿勢に家庭差があるので、今後も引き続き、学校から家庭に直接的、間

接的に働きかけていく必要があると考える。


